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日
本
共
産
党
大
阪
市
議
団
が
市
政
懇
談
会

市
民
と
共
に
維
新
市
政
と
対
決

万博･ｶｼﾞﾉ優先の予算案
　
日
本
共
産
党
大
阪
市
議
団
が
２
月
2
5
日
、
市
政
懇
談
会
を
大

阪
市
役
所
内
で
開
き
、
山
中
智
子
団
長
が
２
０
２
５
年
度
当
初

予
算
案
の
特
徴
や
、
維
新
市
政
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。
山
中
智
子
団
長
が
報
告

最
低
限
し
か
な

い
暮
ら
し
応
援

　
2
5
年
度
の
市
税
収
入

　
（
見
込
み
）
は
、
法
人
税

や
固
定
資
産
税
の
伸
び
で

８
５
３
２
億
円
（
前
年
度

比
７
・
５
俗
僧
）
で
過
去

最
大
。
一
般
会
計
の
歳
出

も
過
去
最
大
の
ご
兆
３
０

９
億
円
（
Ｏ
・
７
俗
僧
）

で
、
貯
金
に
当
た
る
財
政

調
整
基
金
（
2
5
年
度
末
見

込
み
）
は
２
７
３
４
億
円

に
上
り
ま
す
。

　
山
中
氏
は
、
１
９
９
０

年
代
に
市
が
進
め
て
破
綻

し
た
巨
大
開
発
の
借
金
返

済
が
終
了
し
、
大
阪
公
立

大
学
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
や

万
博
関
連
な
ど
大
き
な
投

資
も
、
ほ
ぼ
収
束
し
て
い

に

リ聡

靉

は
十
分
あ
る
の
に
、
暮
ら

し
応
援
や
安
全
・
安
心
の

施
策
は
必
要
最
低
限
し
か

な
い
」
　
と
強
調
し
ま
し

た
。国

保
や
介
護
に

は
重
た
い
負
担

　
国
は
昨
年
末
、
災
害
時

の
避
難
所
の
拡
充
や
物
価

高
騰
対
策
で
地
方
向
け
の

補
正
予
算
を
緊
急
に
組
み

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
大
阪

市
の
補
正
予
算
は
、
国
か

ら
の
交
付
金
の
み
で
、
市

独
自
の
上
乗
せ
は
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
当
初
予
算
案
で
は
、
国

民
健
康
保
険
料
（
１
人
当

た
り
年
額
平
均
）
は
1
7
万

７
１
０
９
円
（
Ｉ
・
４
必

滅
）
で
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の

重
い
負
担
で
す
。

　
日
本
二
局
い
介
護
保
険

料
の
引
き
下
げ
で
は
な

く
、
過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
が
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な
い
か
ど
う
か
を
点
検
す

る
適
正
化
事
業
や
、
介
護

予
防
事
業
を
計
上
。
山
中

氏
は
「
加
齢
性
難
聴
に
対

す
る
補
聴
器
購
入
助
成

　
（
１
入
１
回
２
万
５
千

円
、
所
得
制
限
な
し
）
は

評
価
で
き
る
が
、
全
体
と

し
て
高
齢
者
に
冷
た
い
姿

勢
に
変
わ
り
な
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
子
育
て
・
、
教
育
で
は
、

学
校
の
教
員
が
産
休
・
育

休
と
な
る
場
合
の
欠
員
補

助
（
特
別
専
科
教
諭
）
を

6
5
入
か
ら
１
３
０
入
に
増

や
し
ま
す
が
、
少
人
数
学

級
の
拡
充
な
ど
抜
本
的
な

改
善
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小

学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
は
、
2
6
年
度
か
ら

３
年
開
か
け
て
整
備
し
ま

す
。

安
全
担
保
で
き

な
い
万
博
遠
足

　
　
「
す
べ
て
は
万
博
の
た

め
に
と
言
わ
ん
ば
か
り

だ
」
と
、
山
中
氏
は
万
博

最
優
先
ぶ
り
を
告
発
。
府

市
共
同
設
置
の
万
博
推
進

局
で
働
く
市
職
員
は
、
昨

年
４
月
現
在
で
１
６
４
人

で
し
た
が
、
こ
と
し
１
月

現
在
で
１
８
５
人
に
増
員

し
て
お
り
、
「
そ
の
分
、

職
員
が
い
な
く
な
っ
た
部

署
で
は
悲
鳴
が
上
が
っ
て

い
ま
す
」
（
山
中
氏
）
。
万

博
推
進
局
の
事
業
で
は
、

大
阪
パ
ビ
リ
オ
ン
の
運
営

・
撤
去
な
ど
9
8
億
円
を
計

上
。
「
大
阪
ウ
ィ
ー
ク
」

へ
の
参
加
・
出
展
で
、
各

局
・
各
区
を
動
員
し
よ
う

市政懇談会で報告する山中団長

＝２月25日、大阪市役所内

と
し
て
い
ま
す
。

　
万
博
遠
足
を
巡
り
、
全

学
年
不
参
加
の
学
校
は
2
3

校
で
す
（
２
月
2
5
日
現

在
）
。
山
中
氏
は
、
不
参

加
を
決
め
た
あ
る
小
学
校

長
が
保
護
者
に
出
し
た
手

紙
を
紹
介
。
そ
こ
で
は

　
「
メ
タ
ン
ガ
ス
対
策
、
熱

中
症
対
策
な
ど
懸
念
材
料

が
多
く
、
安
全
が
守
れ
な

い
」
な
ど
数
多
く
の
理
由

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
中
氏
は
「
す
べ
て
の

校
長
先
生
が
同
じ
思
い
の

は
ず
。
開
幕
は
迫
っ
て
い

る
が
、
今
か
ら
で
も
万
博

は
中
止
す
べ
き
。
も
し
強

行
さ
れ
て
も
、
何
か
起
き

れ
ば
す
ぐ
や
め
る
よ
う
に

声
を
上
げ
る
こ
と
が
必

要
。
赤
字
の
つ
け
を
市
民

に
回
す
な
と
言
い
続
け
よ

う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
カ
ジ
ノ
の
た
め

　
巨
額
の
予
算
を

。
な
に
わ
筋
線
（
9
4
億
４

千
万
円
）
や
淀
川
左
岸
線

２
期
（
２
５
２
億
５
千
万

円
）
、
同
延
伸
部
（
２
億

４
千
万
円
）
な
ど
巨
大
開

発
は
引
き
続
き
推
進
。

　
「
通
行
環
境
の
美
化
や
安

全
の
向
上
」
も
、
万
博
へ

の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
と
な

る
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
限

っ
て
実
施
す
る
な
ど
。

　
「
万
博
の
た
め
の
街
づ
く

り
」
が
進
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
カ
ジ
ノ
を
核
と
し
た
統

合
型
リ
ゾ
ー
ト
Ｔ
Ｒ
）
の

た
め
に
、
来
年
度
予
算
案

で
は
Ｉ
Ｒ
用
地
の
液
状
化

対
策
費
（
２
２
６
億
円
）
、

地
中
障
害
物
の
撤
去
費

　
（
2
2
億
円
）
を
計
上
。
Ｉ

Ｒ
開
業
に
必
要
な
夢
洲
消

防
出
張
所
の
整
備
へ
、
基

本
設
計
費
（
３
千
万
円
）

を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

あ
か
ん
も
の
は

あ
か
ん
と
貫
く

　
大
阪
市
を
廃
止
し
て

　
「
特
別
区
」
を
設
置
す
る

い
わ
ゆ
る
「
大
阪
都
」
構

想
は
、
1
5
年
と
2
0
年
の
２

度
に
わ
た
る
住
民
投
票
で

否
決
さ
れ
、
大
阪
市
の
存

続
が
決
ま
り
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
維
新
市
政
は
「
副

首
都
・
大
阪
」
に
固
執

し
、
府
市
共
同
設
置
の

　
「
副
首
都
推
進
局
」
が
存
　
げ
腰
に
な
る
中
で
、
い
つ

続
。
大
阪
維
新
の
会
は
３
　
も
立
ち
向
か
っ
て
い
る
共

回
目
の
住
民
投
票
に
つ
い
　
産
党
を
尊
敬
し
て
い
る
」

て
、
部
内
の
検
討
チ
ー
ム
　
と
語
り
掛
け
た
て
き
た
こ

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
　
　
と
を
紹
介
。
「
市
民
の
声

　
山
中
氏
は
、
維
新
市
政
　
を
市
政
に
届
け
、
『
あ
か

に
自
民
党
や
公
明
党
も
正
　
ん
も
の
は
あ
か
ん
』
と
言

面
対
決
し
な
い
中
、
あ
る
　
い
続
け
る
。
議
会
外
で
の

職
員
が
「
橋
下
（
徹
）
さ
　
皆
さ
ん
の
運
動
と
力
を
合

ん
が
市
長
に
な
っ
て
以
　
わ
せ
て
頑
張
る
」
と
決
意

来
、
み
ん
な
が
弱
腰
、
逃
　
を
語
り
ま
し
た
。
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